
JP 4241072 B2 2009.3.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影して得られた一の撮影画像のデジタル画像データから複数のバーコードが表記され
たバーコード表記物の輪郭情報を抽出するバーコード輪郭抽出手段と、
　パターン化された輪郭情報を用いてあらかじめ作成されたマスク画像を記憶するマスク
画像記憶手段と、
　前記バーコード表記物の輪郭情報ごとに、前記マスク画像記憶手段から読み出されたマ
スク画像を前記バーコード表記物の画像と重ね合わせ、前記撮影画像中のバーコードを除
く前記バーコード表記物の画像を覆うように合成された画像より複数の前記バーコードの
位置を特定する複数バーコード位置特定手段と、
　この複数バーコード位置特定手段によって位置が特定された各バーコードをそれぞれ読
み取る読取手段と、
　前記バーコードに対応する対応データを記憶する対応データ記憶手段と、
　前記読み取り手段により読み取られた前記各バーコードと、前記対応データ記憶手段に
記憶されている各バーコードに対応する対応データとを関連付けて記憶するワークメモリ
と
　からなることを特徴とするバーコード読取装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、バーコード読取装置に関し、更に詳しくは１個の包装箱等に貼り付けられた複
数個のバーコードを関連付けて同時に読み取ることができるバーコード読取装置に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルカメラにより複数の商品を撮影してデジタル化された画像データを入力し、この
画像データからバーコードパターンに相当する画像データを抽出してバーコードを認識し
、この認識で得たバーコードデータに対応する商品情報を商品データメモリに記憶された
商品情報から検索するバーコード読取装置が知られている（特許文献１）。
【０００３】
また、バーコードラベルを貼り付けた移動体をベルトコンベアで移動しながら、ベルトコ
ンベアの上部に設置された複数のカメラと同期回路からなるマルチカメラユニットで撮影
し、この画像からバーコードを抽出するとともにバーコードの傾きを検出し、この傾きに
応じてバーコードの特徴量を抽出し、この抽出された特徴量に基づいてバーコードを読み
取るバーコード読取装置が知られている（特許文献２）。
【０００４】
【特許文献１】
特開平９－１１４９１３号公報
【特許文献２】
特開平９－１８５６７１号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、複数個の商品を収納した１個の包装箱には、例えば包装箱の通し番号を示すバ
ーコードと、包装箱の中に収納した商品の情報（商品名や個数等）を示すバーコードとい
うように、関連した複数枚のバーコードラベルを貼り付けることがある。ところが、上記
特許文献１，２は、いずれも１個の商品につき１個のバーコードが設けられていることを
前提としており、１個の包装箱に設けられた複数個のバーコードを互いに関連したものと
して読み取ることができないという問題点があった。
【０００６】
本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、１個の包装箱等に設けられた複
数個のバーコードを関連付けて同時に読み取ることができるバーコード読取装置を提供す
ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記問題点を解決するために、本発明のバーコード読取装置は、撮影して得られた一の
撮影画像のデジタル画像データから複数のバーコードが表記されたバーコード表記物の輪
郭情報を抽出するバーコード輪郭抽出手段と、パターン化された輪郭情報を用いてあらか
じめ作成されたマスク画像を記憶するマスク画像記憶手段と、前記バーコード表記物の輪
郭情報ごとに、前記マスク画像記憶手段から読み出されたマスク画像を前記バーコード表
記物の画像と重ね合わせ、前記撮影画像中のバーコードを除くバーコード表記物の画像を
覆うように合成された画像より複数の前記バーコードの位置を特定する複数バーコード位
置特定手段と、この複数バーコード位置特定手段によって位置が特定された各バーコード
をそれぞれ読み取る読取手段と、前記バーコードに対応する対応データを記憶する対応デ
ータ記憶手段と、前記読み取り手段により読み取られた前記各バーコードと、前記対応デ
ータ記憶手段に記憶されている各バーコードに対応する対応データとを関連付けて記憶す
るワークメモリとからなるものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態であるバーコード読取装置を示す図１において、バーコード読取装置１
は、デジタルカメラ２と、これに接続された画像処理装置３とからなる。デジタルカメラ
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２は、バーコード表記物たる包装箱５の側面５ａを撮影してデジタル化した画像データを
画像処理装置３に入力する。
【００１１】
デジタルカメラ２には、シャッタと同調して側面５ａを照明する外部ストロボ装置６が接
続されている。また、撮影する包装箱５の数に応じて、デジタルカメラ２と包装箱５との
撮影距離，ズームレンズ７の撮影倍率及び記録画素数を一定に決めてあり、１個の包装箱
５を撮影すると、図３に示すように、側面５ａの撮影画像２９は常に一定の画像サイズで
撮影される。なお、符号２９ａは撮影画像２９の輪郭画像を示し、符号３０はデジタルカ
メラ２によって撮影された１ショットの全体撮影画像を示す。
【００１２】
包装箱５の側面５ａには、２箇所にバーコードラベル８，９が貼着されており、それぞれ
のバーコードラベル８，９には、バーコード１０，１１が印刷されている。バーコードラ
ベル８，９の貼付位置は包装箱５の側面５ａの形状・サイズによって予め一定に決められ
ている。前記バーコード１０は、包装箱５のシリアルナンバーを示し、前記バーコード１
１は、包装箱５に収納されている商品のＰＯＳ（Point of Sale ：販売時点情報管理）コ
ードを示す。なお、包装箱５に収納される商品は、本出願人が製造・販売しているレンズ
付きフイルムユニットである。
【００１３】
画像処理装置３の構成を概略的に示す図２において、画像処理装置３は、制御部１５，Ｒ
ＯＭ１６，画像データメモリ１７，輪郭抽出手段としての輪郭強調部１８，バーコード位
置特定手段としての画像合成部１９，ワークメモリ２０，マスク画像メモリ２１，商品Ｐ
ＯＳデータメモリ２２，ハードディスク２３，表示メモリ２４，液晶ディスプレイ２５及
び操作部２６より構成されている。
【００１４】
制御部１５は、ＲＯＭ１６に格納されたプログラムに従ってバーコード読取装置１全体の
シーケンスを制御する。画像データメモリ１７は、デジタルカメラ２によって入力された
画像データを記憶するメモリであり、ワークメモリ２０は、制御部１５のワークエリアと
して使用するメモリである。
【００１５】
マスク画像メモリ２１は、包装箱の側面の形状・サイズによって予めバーコードの位置が
設定された複数個のマスク画像の画像データを記憶してある。マスク画像の一例を示す図
４において、マスク画像３１は、包装箱５の側面５ａに対応してバーコード１０，１１を
露呈する矩形の開口３１ａ，３１ｂが形成してあり、画像合成部１９で撮影画像２９（図
３参照）と重ね合わされることにより、ハッチングで表すマスク部３１ｃがバーコード１
０，１１以外の部分を覆い隠す（図５参照）。これにより、バーコードの位置が特定され
る。なお、マスク画像は、板紙等で実際に作成したマスクをデジタルカメラ２で撮影して
もよいし、またコンピュータにより作成（ＣＧ）してもよい。
【００１６】
商品ＰＯＳデータメモリ２２は、バーコード１１のデータに対応したＰＯＳデータとして
、商品名，包装箱１個あたりの商品の個数，製造年月日，製造国名が照合用に予め記憶し
てある。また、輪郭強調部１８は、画像データメモリ１７に記憶された画像データを読み
出して、これに周知の輪郭強調処理及び２値化処理を施して輪郭が明瞭なノイズの少ない
側面２５ａの画像データを作成する。
【００１７】
液晶ディスプレイ２５は、後述の商品情報の収集結果、エラーメッセージ等のデータ表示
を行うものである。表示メモリ２４は、液晶ディスプレイ２５に表示させるデータをドッ
ト展開するビデオメモリである。また、操作部６は、マニュアル操作を必要とする処理時
に押下される各種操作キーを具備した入力装置である。
【００１８】
ここで、商品ＰＯＳデータメモリ２２の記憶内容について説明する。図６に示すように、
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符号４１，４２は、それぞれバーコードデータ領域、商品ＰＯＳデータ領域を示している
。バーコードデータは、白バー及び黒バーよりなるバーコードを数値化したものであり、
バーコードデータ領域４１に記憶される。商品ＰＯＳデータは、バーコードデータが示す
商品名・包装箱１個あたりの商品の個数・製造年月日・輸出国名をデータ化した商品ＰＯ
Ｓ情報であり、バーコードデータに対応させて商品ＰＯＳデータ領域４２に記憶される。
【００１９】
このように構成されたバーコード読取装置１の動作について図７のフローチャートを参照
して説明する。まず、デジタルカメラ２を包装箱５の位置から予め決められた距離だけ離
して設置する。そして、デジタルカメラ２の記録画素数及びズームレンズ７の撮影倍率を
予め決められた数値にセットする。
【００２０】
作業者がデジタルカメラ２のシャッタを切ると、外部ストロボ装置６が同調発光して包装
箱５の側面５ａが撮影される。側面５ａの光学画像は、デジタルカメラ２のＣＣＤイメー
ジセンサによって電気信号に変換され、更に内部の画像処理回路によってデジタルの画像
データに変換されてから画像処理装置３に出力される。
【００２１】
制御部１５は、デジタルカメラ２で撮影された撮影画像２９（図３参照）の画像データを
取り込んで画像データメモリ１７に格納する。撮影画像２９の画像データは、輪郭強調部
１８に送られ、輪郭強調処理及び２値化処理を施されてから、画像合成部１９に送られる
。
【００２２】
制御部１５は、撮影画像２９の輪郭画像２９ａに対応するマスク画像３１をマスク画像メ
モリ２１から読み出して画像合成部１９に送る。画像合成部１９は、図５に示すように、
撮影画像２９にマスク画像３１を重ね合わせて合成画像３２を作成する。これにより、撮
影画像２９のうちバーコード１０，１１とわずかな周囲を除く全ての領域がマスク画像３
１のマスク部３１ｃによって覆われるから、バーコード１０，１１の位置が明瞭に特定さ
れる。
【００２３】
制御部１５は、開口３１ａ，３１ｂをピンポイントでスキャンしてバーコード１０，１１
をバーコードデータ（数値）にデコードする。バーコード１１のバーコードデータは商品
ＰＯＳデータメモリ２２に記憶されているバーコードデータと照合され、対応した商品Ｐ
ＯＳデータが商品ＰＯＳデータメモリ２２から読み出されて、バーコード１０のバーコー
ドデータであるシリアルナンバーと対にしてワークメモリ２０に記憶される。なお、前記
シリアルナンバーは包装箱５の通し番号である。これにより、シリアルナンバー「１」の
包装箱５には、２００２年１０月１０日に製造された１００個のレンズ付きフイルムユニ
ット「写ルンですシンプルEye800」が収納されており、この包装箱５はニューヨークに輸
出されるという包装箱５についての商品情報がワークメモリ２０に記憶されることになる
。
【００２４】
以下、同様にして別の包装箱の側面を順次に撮影して２つのバーコードを同時に読み取り
、照合して商品情報をワークメモリ２０に格納する。読み取るべき全ての包装箱について
バーコードの読み取りが終了した後、ワークメモリ２０に格納された商品情報をハードデ
ィスク２３に移動する。そして、例えば、「輸出国」をキーワードとして商品情報をソー
トすれば、輸出国毎にどのような機種のレンズ付きフイルムユニットがそれぞれ何個出荷
されているかという情報が液晶ディスプレイ２５に一覧表示される。
【００２５】
このように１個の包装箱に設けられた２個のバーコードを自動的に関連付けて読み取るこ
とができるから、バーコードをひとつひとつ読み取ってから作業者が関連付けることと異
なり、関連付けのミスが発生しない。したがって、複数個の商品を詰め込んだ包装箱等を
管理する業務において検品等の作業効率が格段に向上する。
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【００２６】
図８に示すように、複数個の包装箱５を一度に撮影する場合には、全体撮影画像３０に対
する側面１枚あたりの撮影画像は小さくなるから、これに対応したマスク画像の画像デー
タをマスク画像メモリ２１に記憶しておく。包装箱５の数に応じて撮影距離，ズームレン
ズ７の撮影倍率及び記録画素数が決めてあり、これにしたがって、横に２個、縦に３個を
積み重ねた包装箱５の側面５ａをデジタルカメラ２で撮影すると、図９に示すように、側
面５ａの６枚分の撮影画像４５が全体撮影画像３０内に納まる。
【００２７】
撮影画像４５の画像データを輪郭強調部１８により輪郭強調処理及び２値化処理すると、
全体の輪郭画像４５ａと側面５ａの境界線画像４５ｂが明瞭になる。これら輪郭画像４５
ａ，境界線画像４５ｂで囲まれた領域Ａ～Ｆの形状・サイズに対応するマスク画像をマス
ク画像メモリ２１から読み出して領域Ａ～Ｆの各々に重ね合わせる。そして，バーコード
１０，１１をピンポイントでスキャンし、領域Ａ～Ｆの商品ＰＯＳデータを商品ＰＯＳデ
ータメモリ２２から読み込んでバーコードデータとともにワークメモリ２０に記憶する。
以下は上述した実施形態と同様であるから説明を省略する。
【００２８】
次に、別の実施形態を説明する。上記実施形態と同様に６個の包装箱５の側面５ａをデジ
タルカメラ２で一度に撮影する。これにより得られた撮影画像４５の全体をスキャンして
バーコードの特徴である黒の縞模様を抽出する。この抽出された縞模様抽出画像に膨張処
理と縮小処理を行い、バーコードラベル４６，４７のエリアを抽出する。そして、図１０
に示すように、鉤形で表す各エリアの先頭座標４８～５９を算出し、これをワークメモリ
２０に記憶する。
【００２９】
一方、撮影画像４５の画像データを輪郭強調部１８により輪郭強調処理及び２値化処理し
て、全体の輪郭画像４５ａと側面５ａの境界線画像４５ｂを明瞭にする。輪郭画像４５ａ
，境界線画像４５ｂで囲まれた領域Ａ～Ｆについて、領域Ａ～Ｆの各々に含まれる２個の
先頭座標から２個のバーコードを関連付ける。すなわち、領域Ａではバーコード６１，６
３が一対であって、バーコード６１がシリアルナンバーを示し、バーコード６３が商品Ｐ
ＯＳデータを示すことを特定することができる。領域Ｂ～Ｆについても全く同様であり、
結果として図１１に示すような表６０が得られる。
【００３０】
そして、バーコード６３，６４，６７，６８，７１，７２に対応する商品ＰＯＳデータを
商品ＰＯＳデータメモリ２２から読み出し、バーコード６１のシリアルナンバーと一緒に
バーコード６３に対応する商品ＰＯＳデータをワークメモリ２０に記憶し、バーコード６
２のシリアルナンバーと一緒にバーコード６４に対応する商品ＰＯＳデータをワークメモ
リ２０に記憶し、・・・、バーコード７０のシリアルナンバーと一緒にバーコード７２に
対応する商品ＰＯＳデータをワークメモリ２０に記憶する。以下は、前記実施形態と同様
であるから、説明を省略する。
【００３１】
次に、図１２及び図１３を参照して別の実施形態を説明する。デジタルカメラ７０は、バ
ーコード読取機能を内蔵し、バーコード読取装置として使用できる。なお、前出したもの
には同じ符号を用いて説明を省略する。
【００３２】
デジタルカメラ７０は、ズームレンズ７１，固体撮像素子（ＣＣＤイメージセンサ）７２
，相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）７３，Ａ／Ｄ変換器７４，デジタル処理回路７５
，ＣＰＵ７６，画像メモリ７７，メモリ７８，画像表示回路７９，液晶パネル（ＬＣＤ）
８１，情報表示回路８２，パーソナルコンピュータ接続用のＰＣ－Ｉ／Ｆ８３，レンズ駆
動回路８４，ストロボ回路８５，ストロボ発光部８６及びスイッチ入力回路８７からなる
。このスイッチ入力回路８７は、各種設定を行う他、デジタルカメラ７０を通常の撮影モ
ードとバーコード読取モードとに切り換える。
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【００３３】
ＣＤＳ７３は、ＣＣＤイメージセンサ７２の各セルの蓄積電荷量に正確に対応したＲ，Ｇ
，Ｂの画像データを出力する。この画像データはＡ／Ｄ変換器７４でデジタルの画像デー
タに変換された後、デジタル処理回路７５に入力される。
【００３４】
デジタル処理回路７５は、ガンマ補正等の一般的な画像処理機能の他に、前記画像処理装
置３の輪郭強調部１８，画像合成部１９と同様の機能を有する。また、ＣＰＵ７６は、デ
ジタルカメラ７０全体を制御するとともに、前記制御部１５の機能を果たす。また、メモ
リ７８は、前記ワークメモリ２０と同様の機能を果たす他、マスク画像メモリ２１，商品
ＰＯＳデータメモリ２２と同様に、複数個のマスク画像の画像データと、バーコードデー
タと、これに対応したＰＯＳデータとを記憶している。
【００３５】
デジタル処理回路７５は、Ａ／Ｄ変換器７４から出力された画像データに一般的な画像処
理を施して画像メモリ７７に入力するとともに、バーコード読取モード時には、ＣＰＵ７
６の指令に従って、画像メモリ７７から画像データを読み出して輪郭強調処理及び２値化
処理を施して輪郭が明瞭なノイズの少ない画像データを作成した後、撮影画像２９にマス
ク画像３１を重ね合わせて合成画像３２を作成する。
【００３６】
ＣＰＵ７６は、開口３１ａ，３１ｂをピンポイントでスキャンしてバーコード１０，１１
をバーコードデータにデコードし、このバーコードデータをメモリ７８から読み出したバ
ーコードデータと照合し、バーコード１１に対応する商品ＰＯＳデータをメモリ７８から
読み出してバーコード１０のバーコードデータであるシリアルナンバーと対にしてメモリ
７８に記憶する。
【００３７】
メモリ７８に記憶された商品情報は、情報表示回路８２によって画像表示回路７９に送ら
れ、ＬＣＤ８１に表示される。また、前記商品情報は、ＰＣ－Ｉ／Ｆ８３を介してデジタ
ルカメラ７０と接続されたパーソナルコンピュータのハードディスクに転送され、商品の
管理に利用される。なお、デジタルカメラ７０は、図８に示すように、複数個の包装箱５
を一度に撮影する場合にも適用できるのは勿論である。
【００３８】
以上説明した実施形態では、１個の包装箱に対して２個のバーコードを付したが、本発明
はこれに限定されることなく、例えば１個の包装箱に対して３個のバーコードを付して、
これを一度の撮影で読み取るようにしてもよい。また、前記商品ＰＯＳデータは、図６に
示すように、商品名，包装箱１個あたりの商品の個数，製造年月日，製造国名としたが、
本発明はこれに限定されないのは勿論である。また、上記実施形態では、バーコード表記
物として包装箱を用いたが、本発明はこれに限定されることなく、予め輪郭情報毎にマス
ク画像をパターン化して作成できれば、どのような物にも適用できる。
【００３９】
また、上記実施形態では、前記バーコード１０は、包装箱５のシリアルナンバーを示し、
前記バーコード１１は、包装箱５に収納されている商品のＰＯＳコードを示すとしたが、
本発明はこれに限定されることなく、前記バーコード１０を商品のＰＯＳコードとし、前
記バーコード１１を包装箱５のシリアルナンバーを示すとしてもよく、また、全く別の意
味を示すものとしてもよい。また、包装箱５に収納される商品は、本出願人が製造・販売
しているレンズ付きフイルムユニットとしたが、本発明はこれに限定されることなく、例
えばデジタルカメラでもよい。
【００４０】
また、上記実施形態では、シリアルナンバー「１」の包装箱５には、２００２年１０月１
０日に製造された１００個のレンズ付きフイルムユニット「写ルンですシンプルEye800」
が収納されており、この包装箱５はニューヨークに輸出されるという包装箱５についての
商品情報がワークメモリ２０に記憶されるとしたが、本発明はこれらの日付や商品名に限
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定されないのは勿論である。
【００４１】
また、上記実施形態では、包装箱５を横に２個、縦に３個を積み重ねたが、本発明はこれ
に限定されることなく、例えば横に３個、縦に５個でもよい。
【００４２】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明のバーコード読取装置によれば、撮影して得られたバーコ
ード表記物の輪郭情報からバーコードの位置を特定してバーコードを読み取るので、１個
のバーコード表記物に複数個のバーコードが表記されていても、これらのバーコードを関
連付けて同時に読み取ることができる。この結果、関連付けのミスを防止でき、検品等の
作業効率を格段に向上できる。また、バーコード表記物の輪郭情報毎にパターン化して作
成したマスク画像をバーコード表記物の画像と重ね合わせることによりバーコードを除く
バーコード表記物の画像を覆うようにしたので、きわめて簡単，確実にバーコードの位置
を特定できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】バーコード読取装置と包装箱を示す説明図である。
【図２】バーコード読取装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図３】デジタルカメラによる撮影画像を示す説明図である。
【図４】マスク画像の一例を示す説明図である。
【図５】マスク画像と撮影画像とを重ね合わせた合成画像を示す説明図である。
【図６】商品ＰＯＳデータメモリの記憶内容の一例を示す説明図である。
【図７】バーコードの読取手順を示すフローチャートである。
【図８】別の実施形態を示す説明図である。
【図９】図８に示す実施形態のデジタルカメラによる撮影画像を示す説明図である。
【図１０】領域Ａ～Ｂとバーコードラベルの各エリアの先頭座標とを示す説明図である。
【図１１】領域Ａ～Ｂと関連付けられたバーコードを示す説明図である。
【図１２】デジタルカメラにバーコード読取機能を内蔵した実施形態を示す説明図である
。
【図１３】デジタルカメラの電気的構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　バーコード読取装置
２，７０　デジタルカメラ
３　画像処理装置
５　包装箱
５ａ　側面
８，９，４６，４７　バーコードラベル
１０，１１，６１～７２　バーコード
１５　制御部
１６　ＲＯＭ
１７　画像データメモリ
１８　輪郭強調部
１９　画像合成部
２０　ワークメモリ
２１　マスク画像メモリ
２２　商品ＰＯＳデータメモリ
２９，４５　撮影画像
２９ａ，４５ａ，４５ｂ　輪郭画像
３１　マスク画像
３２　合成画像
４８～５９　先頭座標
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７２　ＣＣＤイメージセンサ
７５　デジタル処理回路
７６　ＣＰＵ
Ａ～Ｆ　領域
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